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WA S E D A  H e a d l i n e  N e w s

　現総長の任期満了（2018年11月4

日）に伴う総長選挙について、6月14日

に決定選挙を実施し、最高得票者の

得票数が得票総数の過半数に達しな

かったため、6月28日に再投票を実施

しました。その結果、田中愛治（政治経

済学術院教授）を選出しました。任期

は、2018年11月5日から2022年11月4

日までとなります。

総長決定選挙の結果を発表

第１７代総長に田中愛治・政治経済学術院教授を選出

田中愛治　政治経済学術院教授	 1,899票

島田陽一　法学学術院教授	 1,692票

●得票総数	 3,591票※

※�各総長候補者の得票数は、専任教職員および評議員の投票数に1.5を乗じた数と、他の決定
選挙人の投票数を合計した数

総長決定選挙結果

現総長 鎌田薫（第16代）の任期は2010年11月5日～2018年11月4日（2期8年）と

なります。

第17代総長
政治経済学術院教授

田中愛治　たなか・あいじ

1951年、東京都⽣まれ。1975年、早稲⽥⼤学政治経済学部卒業。1985年The Ohio State 

University ⼤学院政治学研究科博⼠課程修了、Ph.D.（政治学）。東洋英和⼥学院⼤学助

教授、⻘⼭学院⼤学教授等を経て現職。2006 年から早稲⽥⼤学教務部⻑、理事（教務部

⾨総括）、グローバルエデュケーションセンター所⻑を歴任。⽂部科学省　中央教育審議会

委員、日本学術振興会委員等を多数務める。2014年7⽉〜2016年7月、International 

Political Science Association 会⻑。主な著書に『熟議の効用熟議の効果』（編著）勁草

書房、2018 年、『政治学』（共著）有斐閣、2003 年など。

　早稲田大学は、将来の日本を支え世界に貢献する人材を輩出する使命をもつだけでなく、早稲田

が変わることが他の日本の多くの大学を変え、日本も変えるというさらに重要な使命を担っていま

す。早稲田大学の総長にはその自覚と覚悟が必要であると存じます。

　私は、自らの早稲田における理事としての教育改革の経験、国際社会における組織運営の経験な

どを基に、早稲田の先頭に立ち、世界の大学の学長たちと議論しつつ、研究教育の質を飛躍的に高

め、同時に早稲田の国際競争力を強化してまいります。

　「世界で輝くWASEDA」を実現するために、総長として全力を尽くす覚悟でございます。早稲田

の伝統「進取の精神」に立ち返り、「価値観の共有」を図りたくましい知性としなやかな感性によっ

て、皆様とともに新しい風を早稲田に吹かせたく存じます。

ともに「世界で輝く WASEDA」を実現しましょう

Message
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4月25日、大隈記念講堂大講堂にて世界最大級のEコマース企業である中国アリババグループの創業者ジャック・マー会長と

本学学生・教員との特別対談が開催されました。マー会長は、アントレプレヌールシップ（起業家精神）や持続可能な食糧シ

ステム、そして技術開発等さまざまな分野について語りました。

世界を代表する実業家、未来のグローバルリーダーに語る

ジャック・マー会長が学生・教員と特別対談

　対談は、マー会長、未来のグローバル

リーダーを目指す本学学生、理工学術

院の玉城絵美准教授によって行われま

した。学生は今林さん（大学院基幹理

工学研究科博士後期課程：EAGLYS

株式会社創業者兼CEO）と葦苅さん

（大学院先進理工学研究科一貫制博

士課程：株式会社ECOLOGGIE創業

者）の2名で、本学の起業家養成講座

「WASEDA-EDGE人材育成プログラム」

をきっかけとして起業しています。

　この日は参加希望者が4,000名を

超える多数のため、会場の様子は、同

時中継やYouTubeでもライブ配信され

ました。対談に先駆けて、鎌田薫総長

は「マー会長の社会変革への熱い思

いを、ご来場の学生諸君・若手経済人

の皆さんにお伝えいただけるものと大

いに期待しております」と述べました。

　マー会長は対談の中で、「起業家は

あなた自身が信じるビジョンを、強く信

じなければなりません。自ら信じ、他と

違うことを行うこと、これが起業家で

す」と、成功する起業家にとって信じる

ことの大切さやユニークなビジョンを

持つことの重要性について語りました。

　また、対談学生からは「世界の食

糧危機や持続可能な食糧システムに

ついてどう考えているか」などの質問

がありました。マー会長は「若い皆さ

んにまず申し上げたいのは、あなたが

解決しようとする問題が大きければ大

きいほど、あなたの企業も大きくなりま

す。そして大きな企業には大きな責任

が伴います」と、学生や来場者にエー

ルを送りました。

会場の様子ジャック・マー会長
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早 稲 田 大 学 は アジ アのリー ディングユ ニ

バ ー シ ティを 目 指 し、「Waseda Vision 

150」に沿ってさまざまな改 革を進 めてき

ました。特集ではVision策 定から5年間の

成 果を振り返り、2032年に 本 学が目指 す

姿を再確認します。

F e a t u r e 

早 稲 田 大 学 の 現 在 地、

未 来 を

見 据 え て

W a s e d a 

V i s i o n 

1 5 0

早稲田大学の現在地1PART.

4つのVision

スーパーグローバル大学創成支援

「Waseda Ocean 構想」の10年間で、

「Waseda Vision 150」を

加速し実現

世界に貢献する
高い志を持った学生

Vis ion 1

人間力・洞察力を備えた
グローバルリーダーの育成

教育

充実した教育環境と研究体制を整え
多様な人材の集まる拠点に

　「Waseda Vision 150」は、2032年までを4つのステージに分

けて、本学の総合的な改革に取り組むものです。2017年度まで

のステージ1を終え、留学生の受け入れ・派遣の増加、少人数・対

話型の授業の拡充と、学生の学びの環境は大きく進化しました。

世界中の優れた研究・教育者と学生が集まる拠点を目指した最

先端の研究体制の構築も進んでいます。

2 0 名 以 下の 少人 数 授 業

大人数での講義から、少人数による議論中心の課題発見・課題解決型授業へ移
行。発表やディベートによって教員が学生への直接指導を強化する他、インター
ンシップやボランティアなどの体験の機会も増やしています。

学部50 %

2032年度目標2012年度実績

学部 43 % 学部 55 %

2017年度実績

社 会 人 教 育

社会に出た後も学び続けるためのリカレント教育（社会人教育）を強化。各種講
座の拡充の他、多様な考えを持つ人の交流によってイノベーションを促す新事業

「WASEDA NEO」を開始しました。

2012年度実績

34,944 人

2017年度実績

47,305 人

2032年度目標

80,000 人

達成
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「Waseda Vision 150」に基づいて設定した目標に対する到達度や、

この5年間で新たに生まれた取り組みの成果を紹介します。

世界の平和と人類の幸福の
実現に貢献する研究

Vis ion 2

未来をイノベートする
独創的研究の推進

研究

グローバルリーダーとして
社会を支える卒業生

Vis ion 3

校友・地域との生涯にわたる
連携の強化

社会貢献

アジアの大学のモデルとなる
進化する大学

Vis ion 4

進化する大学の仕組みの創設

大学経営

留学

受入留学生

派遣留学生

英語による授業で学位を取得できる英語学位プログラムを7学部に設
置し、留学生の受け入れ体制を強化。また、91の国・地域の大学等と
連携し、豊富な留学プログラムを整備することで留学生の派遣も促進
しています。

2016年にダイバーシティ推進室を設置し、2017年に「早稲田大学ダ
イバーシティ推進宣言」を発表。性別や国籍、障がいにかかわらず、多
様な人が個性や能力を発揮できる環境を整えています。

早稲田大学歴史館オープン

本学の過去、現在、未来をわかりやすく展
示する「早稲田大学歴史館」を3月にオー
プンしました。多様な切り口から早稲田ら
しさを体感できる文化施設です。

地域連携の体験型学習

国内外のさまざまな地域との連携
を強化し、ボランティアや研究プロ
グラムを数多く設定してきました。
学生はプログラムを通して、地域
の課題解決に貢献し、地域を活性
化するリーダーに育っていきます。

英国QS社ランキング

英国QS社が作成している「QS Graduate Employability Rankings 2018」
（主要企業との共同研究実績、卒業生の就職率や活躍等を評価）におい
て、世界の大学の中で26位（国内2位）を獲得しました。研究分野別の「QS 
World University Rankings by Subject 2018」では、3エリア・8分野で世
界100位以内にランクイン。教育力、研究力がともに高く評価されています。

QS Graduate 
Employability 
Rankings 
2018

世界26位
（国内2位）

3エリア・8分野で

世界100位以内

QS World 
University 
Rankings by 
Subject 2018

新思考入試の導入

地方から本学に進み、卒業後は地域の発展に寄与する
人材を育てるため、地域貢献の志を持った高校生を受
け入れる新思考入試を導入。第一期生
がこの春入学しました。

オリンピック・パラリンピック事業推進室

2020年の東京オリンピック・パラリンピックに
向け、オリンピック・パラリンピック事業推進室
を2016年に設置。大会前にはイタリア代表選
手団の事前キャンプを招致し、所沢キャンパス
を活用してもらうことが決定しています。

女子学生比率

2012年度実績
男子学生

65 %
女子学生

35 %

2017年度実績
男子学生

63 %
女子学生

37 %

2032年度目標
男子学生

50 %
女子学生

50 %

2017年度実績

7,476 人

2017年度実績

4,439 人

2012年度実績

5,490人

2012年度実績

2,541人
2032年度目標

全学生

2032年度目標

12,700 人
※年度内通算
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Visionの体現者
2PART.

「Waseda Vision 150」の下で、この5年間にさまざまな取り組みがなされてきました。

留学やリカレント教育、社会連携などの取り組みに関わった“Visionの体現者”に、

活動の内容やその成果を聞きました。

　日本文学・文化を国内だけでなく海外の優

れた研究者とともに世界の中で再想像すると

いうテーマで、プログラムに取り組んでいます。

主に力を注いできたのは、①博士論文のアドバ

イス、②研究機関への就職支援、③テニュア

（期限のない雇用資格）獲得支援です。②につ

いては、博士号を取得して間もない方々を研

究員として雇用し、共同研究をしながら就職

支援をしています。すでに国内外の大学に5名

の方の就職が決まり、また、研究成果として書

籍も今秋刊行されます（ロバート キャンベル・

十重田裕一・宗像和重編『東京百年物語』1

〜3（岩波文庫、2018年））。③については、海

外の研究機関に所属する若手研究者を約

一ヵ月招へいし、共同研究、学術交流を通し

て、テニュア獲得を支援しています。今年度も、

ハーバード大学など3大学の助教授を招へい

予定です。

【次代の中核研究者育成プログラム】
チーム型研究の推進と若手研究者への
組織的なサポートにより、国際研究大学
としての地位確立の担い手となる若手研
究者を育成するため、次代の中核となる研
究者に対し集中的な研究支援・環境整備
を行うプログラム。十重田教授は2015年
の開始当初から関わっています。

若手研究者の育成に尽力し
研究でも成果を残す

2014年度「次代の中核研究者育成プログラム」
採択者
文学学術院

十重田裕一教授
教職員

　さまざまなバックグラウンドを持った

学生を世界中から受け入れ、3年半卒

業制度や奨学金制度、留学プログラム

などが整っている点に魅力を感じて入

学しました。在学中は、商学部でマーケ

ティングを専攻、米国のボストン大学に

も半年間留学し、現在の総合商社での

業務に活かすことのできる、多くのこと

を学ぶことができました。また、中国と

日本の価値観の違いを認識し、コミュ

ニティに柔軟に適応しつつも、置かれた

環境の中で自分の価値を発揮する術を

身に付けました。

　今後も早稲田大学には、時代ととも

に進化し、時代の先駆けとなる魅力的

な大学であってほしいと考えています。

また、留学生の受け入れと派遣を増や

すことで、世界における早稲田大学のプ

レゼンスを高めるとともに、学内では日

本人と留学生が共存するコミュニティ

をさらに増やすことを期待しています。

さまざまな価値観に出会い
自分を高められる大学

三菱商事株式会社

黄　心怡さん
2015年商学部卒業

校友
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　教育連携課では「人との出会いが自分を動か

す勇気になる」を合言葉に、企業や社会のニー

ズと学内のシーズをコーディネートし、学生の人

間的な成長を促すプログラムを開発・運営して

います。企業や自治体との課題解決プログラム

「プロフェッショナルズ・ワークショップ」「地域

連携ワークショップ」、全国各地の校友会と連

携して行う「先輩に会いに行こう！」、学生に具

体的な行動を促す「fumidasuワークショップ」

などがあります。今後の目標は、各プログラムの

運営に、より多くの学内外の方が関われる仕組

みをつくり、学生のサポート環境を充実させるこ

とです。プログラムを経験した学生がやがて社

会で活躍し、次のプログラム運営の協力者とな

り、後輩を成長させる好循環が数多く生まれる

ことを願っています。

【教育連携課】
「グローバルリーダーの育成」の実現には、理論的なアプ
ローチに加えて、実践的アプローチの推進が不可欠です。
そこで、2016年度に、企業や地域社会と連携した教育（社
会連携教育）を推進すべく、教育連携課が設置されました。

企業や社会と連携し
学生の成長を促す

教育連携課

塩月　恭課長教職員

　アメリカの大学を卒業後、海外で勤務してい

ました。2013年に帰国してからは会社の経営

に役員として携わっていましたが、経営者とし

てのスキル不足を実感し、経営者に求められる

知識や能力を身につけようと、大学で学び続け

ることを考えました。自分の年齢での受験に不

安はありましたが、悩んだ末に「80才、90才ま

で生きるといわれる今、大学での学び直しに4

年間を使っても無駄にはならない。むしろ今や

らないと、これからの人生を無駄にしてしまう」

と思い、「早稲田大学社会人グローバル入試」

を受験して政治経済学部経済学科に入学しま

した。講義では大変高度な内容を扱うため、数

学支援室やライティングセンターをはじめとす

る早稲田大学の支援制度を活用しています。

卒業後は、大学での学びを活かして会社の経

営強化に努めていきたいと思います。

経営者として学び続け
これからの人生に活かす

2017年政治経済学部経済学科入学

宮城雅子さん学生

　今回のプログラムを通して触れた「今の学

生」は、私が学生の頃に比べて真面目だと思い

ました。真剣に学ぶ一方で、学生ならではの

「勢い」のようなものの欠如には、少し物足りな

さも感じました。しかし、経営者として「今」を

知る上でとても良い機会になりました。企業の

あり方は置かれた時代背景に合わせて変える

べきだからです。特に今後は国や地域の境界

が徐々になくなっていくため、企業にもより柔

軟性や多様性が求められます。そのような時

代の中で、早稲田大学で得た経験や人脈は何

物にも代えがたい財産といえます。だからこそ、

早稲田大学には、世界中の校友ネットワークを

活用できるプラットフォームを創ることで、ビジ

ネスも含めた校友のつながりの強化を切に願

います。もしくは、そんな仕組みを創り出す学

生がいても面白いのではないでしょうか。

【校友連携プログラム「先輩に会いに行こう！」】
就業体験やインターンシップとは異なり、地域で活躍して
いる校友に学生が会いに行き、数日間行動を共にし、先
輩との会話や地域の人々との触れ合いから、人生のヒン
トを学ぶプログラム。門間さんは2018年3月に学生を受
け入れました。

学生の「今」を知り
企業のあり方を考える機会に

㈱門間箪笥店 代表取締役社長

門間一泰さん
2001年商学部卒業

校友
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—2012年に創立150周年となる2032

年を目標とした「Waseda Vision 150」

を策定し、現在も取り組んでいますが、改

めてその目的について教えてください。

　本学では、「Waseda Vision 150」以

前の十数年間においても、「21世紀の

教育研究グランドデザイン」「Waseda 

Next 125」を策定し、さまざまな改革を

遂行してきました。

　その間、2011年3月11日の東日本大

震災と原発事故、その後に引き続いた

国内外における集中豪雨は、その被害

の甚大さによって私たちに大きな衝撃

を与えただけでなく、科学技術や社会

システムのあり方、研究者の社会的役

割、さらには私たちの生き方そのものに

ついて深刻な反省を迫りました。同時

に、私たちがすでにグローバル経済構

造の中に組み込まれていること、環境・

エネルギー問題など地球規模で解決を

図るべき課題が深刻な状況に達してい

ることを痛感させられました。

　複雑化・高度化した現代社会におい

て、真の世界平和と人類の幸福を実現

するためには、大学が中心となって新し

い価値観、新しい科学技術や社会シス

テムのあり方を提示することが必要で

す。同時に、次の時代を牽引していく優

れた人材、グローバルリーダーを育成す

ることも求められています。本学ではこ

の重要な使命を果たすべく、これまでの

改革の歩みをさらに発展させ、アジアの

リーディングユニバーシティとして確固

たる地位を築くための中長期計画とし

て、2012年11月、教職員の経験値を結

集した「Waseda Vision 150」を策定

しました。

　「Waseda Vision 150」では、創立150

周年を迎える2032年に本学のあるべき

教育改革に比重を置き
グローバルリーダーを育成

3PART.

Wasedaの未来地図
鎌田薫 第16代総長に「Waseda Vision 150」の成果、

今後の課題について伺いました。

第16代総長

鎌田薫

未来に向けて、
不断の改革を。

鎌田薫総長、「Waseda Vision 150」を語る
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姿（ビジョン）を思い描き、その実現に向

けて13の核心戦略とそれを実現するた

めの具体的なプロジェクトおよび数値目

標を提示しました。これは当時としては

画期的なことでしたが、その後多くの大

学において、将来展望を踏まえた事業

計画が策定されるようになりました。数

値目標はそれ自体が主目的ではなく、達

成状況を分かりやすく示し、自己点検を

するためのものです。

—策定から5年間が経過しました

が、何に注力してきましたか。

　特に、教育改革に最も大きな比重を

置いてきました。早稲田大学はグローバ

ルリーダーを育成したいと考えています

が、そこに必要な資質とは、「グローバル

な視点」と「価値観の異なる多様な人々

と適切なコミュニケーションを取る能

力」、そして「智恵」「志」「実行力」、総

じていえば「人間力」だとしています。か

つ、生涯学び続ける姿勢と、その際に必

要となる基本的なスキルとマインドを身

につけることも必要です。これらを大学

教育において実現するための教育環

境・学習機会を提供してきました。

—改革を進めてきた成果は、外から

どのように評価されていますか。

　成果を表す指標の一つとして、英国の

QS社が実施する世界大学ランキング

「QS Graduate Employability Rankings 

2018」がありますが、本学は世界26位

にランクインしました。本ランキングは、

卒業生の雇用者による評価、活躍等の

項目からなり、企業と連携した取り組み

や卒業生の活躍ぶりが世界的に高い

評価を得た結果といえるでしょう。国内

ランキングにおいても、進学ブランド力

調査2017（リクルート総研）の「志願

したい大学（首都圏）」で第1位、「本当

に強い大学2018（東洋経済）」で第2位、

「大学ブランド力ランキング2017-2018

（日経BP）」で第3位となるなど、多方面

から高い評価を得ています。

—改革の先にある早稲田大学の姿を

どのように描いていらっしゃいますか。

　「Waseda Vision 150」では、①世界

中から、世界に貢献する高い志を持っ

た学生が早稲田に集う、②世界の平和

と人類の幸福の実現に貢献する研究

が行われている、③早稲田大学の卒業

生（校友）が、世界の至る所、あらゆる分

野で、グローバルリーダーとして社会を

支え、かつ、早稲田大学と緊密な協力関

係を築いている、④早稲田大学がアジ

アの大学モデルとなりうる運営体制を

確立しているという４つのビジョンを描

いています。

　④について補足しますと、グローバル

社会で、世界のつながりはより密接に

なりましたが、決して均質化が進むの

ではなく、社会・文化の特質が顕在化し

ており、国や地域の特色を維持しなが

ら多文化共生を図ることが、あるべきグ

ローバル社会だと考えています。ですか

らアジアに立脚する早稲田大学とし

て、存在感を増していくことを目指して

います。

　以上の4つのビジョン全てを実現した

あるべき姿に近づけるために、この5年

間は、戦略的に大学をマネジメントする

ためのガバナンス体制の構築も進めて

きました。教育や研究の改革を行って

も、ガバナンス体制が揺らいでいたり、

裏付けとなる財政基盤が確立されてい

なかったりすれば、これを継続していく

ことはできません。

　「Waseda Vision 150」では、核心戦

略・プロジェクトごとに毎年計画を策定

し、効果を検証しています。PDCAサイク

ルのCheck（検証）とAction（改善）の

部分を強く意識し、ただ愚直に当初のプ

ランどおりに改革を遂行するだけでな

く、環境の変化に応じて、その手段やア

プローチを都度改善し、目標・目的の実

現に向かって走り続ける柔軟な仕組み

を少しずつ確立してきました。部門横断

のプロジェクトが、縦割の組織に横ぐし

を刺すことにより組織が有機的に結び

つき、縦と横の両方の視点を持ちなが

ら、改革を推進しています。

　「Waseda Vision 150」は一度策定し

て終わりではありません。20年という長

期間では社会情勢も、改革に取り組む

構成員も変化します。常にPDCAサイク

ルを回し、より良いものへと進化させて

いくことが重要だと考えています。

—未来に残したい早稲田大学の魅

力をお聞かせください。

　本学は、自由と多様性を重んじる伝

統を有し、勉学面はもちろん、学術・文

化・スポーツなどの活動に挑戦できる機

会や、世界各国・日本各地から集まった

個性豊かな学生たちと切磋琢磨する機

会に恵まれています。異なる文化や価値

観に触れ、人間的成長が期待できるの

は、早稲田大学ならではの環境です。そ

うした大学に憧れて世界中から人が集

まり、良い循環を生み出しています。こ

のような魅力は、未来に引き継がれてい

くでしょう。

　一方、今後は「国際研究大学」を目指

し、研究面での改革にも一層注力した

いと考えています。研究力の強化は少し

ずつ結実しており、英国のQS社による

分野別ランキングでは、世界200位以内

に入っている研究分野は15分野から

検証・改善を怠らず
柔軟に計画を進める

創立からの使命を引き継ぎ
現代のニーズに応えていく
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24分野に増えました。これは国内では

東大・京大に次ぐ数で、本学の研究の

裾野が広いことを表しています。また

2017年度には、大規模データの解析や

課題探索の拠点として、「データ科学総

合研究教育センター」を設立しました。

あらゆる専門領域で研究のコンサル

ティングとサポートを行い、データサイエ

ンスを活用できる研究者の育成と早稲

田の研究水準の向上に貢献します。

　さらに創立当初からの本学の使命

として、地域の発展への貢献も継続して

いかなければなりません。初代学長の

高田早苗は卒業生に対し、地方に出て

その活性化に貢献することを強調して

います。また、リカレント教育について

も、過去を紐解けば、創立4年後には

「早稲田講義録」という通信教育を開始

しており、創設以来の伝統です。現代

は、一つは急速な変化を伴う時代であ

ること、もう一つは人生100年時代と言

われる高齢化社会を迎えていることか

ら、生涯学び続ける必要性が高まって

います。本学でも2017年に日本橋キャ

ンパスに「WASEDA NEO」という未来

創造型の新たな社会人教育の拠点を

作るなど、多彩なニーズに多彩なプログ

ラムを拡充しています。

　また、本学ではソニーの井深さん、ユ

ニクロの柳井さん、最近ではメルカリの

山田さんや最年少で東証一部上場を

果たしたリブセンスの村上さんなど、素晴

らしい起業家を連綿と生み出してきまし

たが、現在においても「EDGE NEXT」と

いう起業や新事業創出に挑戦する人材

の育成に注力しています。

　さらに本学は、各博物館・図書館をは

じめ、貴重な文化資源も数多く引き継い

できました。2018年3月には、本学の歴

史そのものも未来に継承されるもので

あるという考えのもと、歴史をテーマと

した「早稲田大学歴史館」を設置しま

した。この内容がさらに充実したものに

なるような歴史を積み上げていくこと

が、本学のさらなる発展につながると思

います。

—未来に向けて、変えていかなけれ

ばならないことは何でしょうか。

　少子化などの外部環境の変化によ

り、私立大学の存続が危ぶまれている

ことを肝に銘じていかなければなりませ

ん。内向きの志向ではなく、弛まぬ自己

改革を行い、社会の中で価値ある存在

になり、存在意義を示していくことが求

められていると考えています。

—学内外に向けて、メッセージをお

願いします。

　大学を取り巻く環境が常に変化し、競

争がますます激化しています。「Waseda 

Vision 150」の意義は、その内容はもち

ろんのこと、「停滞は死滅である」との

大隈重信の言葉のとおり、不断の改革を

成し遂げるマインドと実行力を持つこと

にあります。

　早稲田大学は、驚くほど、豊かな教育

環境や機会に恵まれています。学生には

主体的にこの環境や機会を活用してい

ただきたいですし、大学側も何が提供で

きるのか、具体的に提示していく必要が

あります。人生100年時代と言われます

が、卒業後も大学に戻ってくれば、必ず

求めるものがあると思います。卒業生で

あることを誇らしく思い、大学とのつなが

りを保ち続けていただきたいですね。

　また、学生・校友・教職員はもちろん、

ご父母をはじめとする保証人の皆様に

おかれましても、早稲田大学が永続的

にあり続けるために声を発信していた

だきたいと考えています。例えば、私立

大学が人材輩出や研究により公的役割

を果たしているにも関わらず、国公立大

学と比較してご父母に高い負担を強い

ているという不均衡も是正していかな

ければなりません。早稲田大学が、世界

の中で永続的に魅力ある大学であり続

けるため、引き続きのご協力をお願いい

たします。

人生100年時代、
卒業後も大学とのつながりを
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世界から見たWasedaとは？
早稲田大学の改革について世界はどのように見ているのか、

ボン大学と高麗大学校のトップからメッセージを寄せていただきました。

卒業生の大学に対する深い想いに感激
From my perspective as a researcher, Waseda is 

one of the finest addresses for education and research in 

Japan. Waseda University offers its students excellent 

opportunities for a global education through its wide 

international network. There is good reason for why we 

have made Waseda to one of our strategic partners and 

have been collaborating for almost sixty years.

Especially in the life sciences, we have established 

strong t ies dur ing the past decade. As Rector and 

honorary doctorate recipient, I am always impressed by 

the innovative technologies, the commitment to traditions 

and the deep connection of many alumni to their alma 

mater.

Both the university leadership and staff at Waseda 

University have been extremely dedicated in creating a 

conducive environment for learning and research, and 

therefore I have no doubt that Waseda will be successful 

in accomplishing its ambitious mission for 2032.

　研究者としての視点からいいますと、早稲田大学は
教育と研究において日本の最高学府のひとつです。
早稲田大学は国際的なネットワークを通して、グロー
バル教育への素晴らしい機会をたくさん提供してい
ます。だからこそ、我々は約60年にわたる交流を重ね、
早稲田大学を戦略的パートナーに位置付けました。
　特に、生命科学では、ここ10年で強い絆を築きま
した。ボン大学学長と早稲田大学名誉博士として、

私は早稲田大学の革新的な技術と、伝統への傾倒、
そして卒業生の大学に対する深い想いにいつも感
激します。
　早稲田大学を率いる経営陣および教職員の方々
は、学問や研究への貢献を促進する環境作りに一
生懸命尽くしています。私は早稲田大学が2032年
に向けての大望な計画を成し遂げ、成功することを
確信しています。

抄訳

University of Bonn
Rector
Prof. Dr. Dr. h.c. 
Michael Hoch
ボン大学学長

ミヒャエル・ホッホ氏

Copyright: Volker Lannert / Universität Bonn

最も古く、一番大切にしたいパートナー
Waseda University is Korea University’s oldest, longest 

and most cherished university partner. Our founder, the 

Honorable Inchon Kim Sung-Soo, himself attended Waseda 

University, resulting in both a historical and ever-developing 

academic legacy between our two universities. This was 

further enhanced in 1973 as our universities jointly signed 

Korea University’s very first international MOU for academic 

partnership and exchange.

In addition to our strong connections historically, we 

have also worked together over the years to support and 

assist each other in our respective university’s development 

strategies. For example, we are both active members in the 

same associations and networks such as the Millennium 

Forum, Universitas 21 and APRU. More recently, through the 

support of Waseda University, Korea University also joined 

the Venice International University Consortium. Furthermore 

we have worked together over the years to integrate our 

academic offerings by implementing successful dual degrees, 

joint research activities and other programs.

Because of this longstanding relationship, I am very 

confident that Waseda University will achieve the ambitious 

goals outlined in “Vision 150” of continuing to inspire 

students to attain a comprehensive and global perspective, 

advance important and original research, while encouraging 

Waseda alumni to contribute to society in all walks of life. 

As Waseda University’s past contributions to Japan, 

Asia and the world are a strong indication of its future 

success, I am confident the academic world will continue to 

look to Waseda Universit y to provide an exemplary 

developmental model for other universities to follow.

　早稲田大学は、高麗大学校にとって最も古く、一
番大切にしたいパートナー大学です。高麗大学校
の創設者、金性洙（キム・ソンス）も早稲田大学の
卒業生であることから、両大学間の交流が始まり、
1973年に両大学の間に結ばれた高麗大学校初の
海外大学学術協定により、さらに関係が深まりまし
た。両大学は長年にわたって、ダブルディグリープロ

グラムや共同研究など、さまざまな活動を取り組ん
できています。
　日本国内、アジア、そして世界の発展に貢献して
きた早稲田大学は、Vision 150に設定された目標
を必ず達成し、世界の大学のモデルとして進化し続
けると確信しています。

抄訳

KOREA UNIVERSITY
President 
Jaeho Yeom
高麗大学校総長

廉
ヨ ム ・ ゼ ホ

載鎬氏

Graduate school library
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早稲田大学の施設を巡りながら、歴

史や魅力を紹介するキャンパス

ツアーガイドとして活躍する丸山由生奈

さん。高校一年生の時にオープンキャン

パスに参加し、学内で催されるイベント

に積極的に取り組む学生を見て「私も

ここで活躍したい」と、早稲田大学を志

した。入学後は、高校の演劇部で培った

人前で話す力を活かせるキャンパスツ

アーガイドになることを決意。ツアー参

加者は高校生から学生時代を懐かしむ

卒業生と幅広い。年代によって話題を

変えてみたり、大学の最新の情報を伝え

られるように心がけているという。「自分

のツアーを通して早稲田に親しみを感じ

るようになってくれるとうれしいですね」

と笑顔で話す。

　キャンパスツアーの他にも、学生が大

学へ提言を行うWaseda Vision 150の

Student Competitionへの参加や、地

域や企業が主催する文学賞への応募な

ど、幅広く活動する丸山さん。児童文学

にも関心を寄せ、岩波少年文庫から出

版されている作品の全巻を読破した。原

動力となるのは、早稲田の学生を見て

いて生まれる「埋もれたくない」という思

いだ。「スポーツ推薦をもらうほどの実力

を持ちながら、さらに英語の教師になる

夢を叶えるために努力している人。学園

祭のファッションショーで使う服を自分

の手で作ってしまう人。強い個性を持っ

た人たちが早稲田大学にはたくさんい

ます。そんな人たちに囲まれて、自分も何

かに挑戦したい、誇れるものを手に入れ

たいと思うようになりました」。友人や活

動を通して出会った人たちからもらえる

「すごいね」「面白いことをしているね」

といった言葉が自信になり、次の挑戦へ

の勇気となっている。「高校までの消極

的だった自分と比べると、今はずいぶん

変わったなと思います」

　将来は国語の教師として文学の魅力

を次世代へと伝えていく傍ら、幼いころ

からの夢だった作家としての執筆活動

にも取り組んでいきたいと意気込む。

「早稲田大学には、自分が関心のある

テーマを学べるカリキュラムはもちろん

のこと、課外活動も評価してくれる環境

や制度が用意されています。さまざまな

人との出会いをきっかけに自分の“やり

たい”が生まれる場所であること。それ

が早稲田大学の魅力だと思います」

学生生活を通して得た視点や能力を活かし、最前線で活躍する学生と校友を紹介します。

今回は文学部4年の丸山由生奈さんと、UNHCR（国連難民高等弁務官事務所）の小宮理奈さんに、

大学での学びや経験、社会とのつながりを語っていただきました。

挑 戦 者 た ちRising Star

Snap Shot

2017年のオープンキャ
ンパスでキャンパスツ
アーを実施。ツアーガイ
ドの仲間たちと

まるやま・ゆうな
東京都出身。2015年、早稲田大学文学部
入学。現在は教員を目指して教職課程を
履修している。2016年にタリーズコーヒー
ジャパン株式会社が主催する「タリーズピ
クチャーブックアワード」でストーリー部門 
ストーリー賞を受賞。その活動が評価され、
2017年度早稲田学生文化賞を受賞。受賞
作品は絵本となって出版されている。趣味
は国内旅行や美術館巡り。

丸山由生奈さん
文学部日本語日本文学コース 4年

“やりたい”に
つながる環境が
早稲田にはある
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今世界では紛争や迫害から逃れた

難民が増え続けている。小宮さん

は、その複雑な背景に立ち向かい難民

の保護や援助にあたっている国連機関

UNHCRの職員（日本政府によるJPO派

遣）として働いている。タンザニアのニャ

ルグス難民キャンプでの勤務を経て、現

在はヨルダン・アンマン事務所の准保護

官として、難民受け入れのオペレーション

の改善や難民認定作業にやりがいを感

じているという。

　国際機関で働くことは、中学生の頃に

は決めていた。「海外で人の役に立つ仕

事がしたいと思い、『国際公務員になるに

は』という本を愛読書にしていました」

　具体的に難民支援の仕事を意識した

のは、大学1年生の時、国連UNHCR協会

事務局長を務めていた根本かおるさん

の講演を聴いたことだった。「根本さんの

お話に感激して、人道支援の最前線で

活躍できる難民支援に興味を持ちまし

た」。大学時代には、夢を実現するために

着 と々準備を進めた。英語で調査して模

擬裁判をする「国際法研究会」に所属

し、仲間と切磋琢磨しながら国際法の

理解を深め、2年生の時には「アジアカッ

プ」や「ジェサップカップ」などの国際大

会に出場、友だちの輪を海外にも広げ

た。さらに、内閣府が次世代のグローバ

ルリーダーを育成するために実施してい

る「世界青年の船」にも参加。日本と世

界13カ国の若者が1カ月半の共同生活や

ディスカッションを通して文化交流を図る

プログラムで、ここでの経験が小宮さんの

進路を決定づけた。「パレスチナ問題につ

いてディスカッションをしていたら、中東

出身の参加者が感情的になり涙を見せ

ていました。この時、アイデンティティに関

わる問題は自分が思っている以上に深

刻だということを目の当たりにしました。

さまざまな国の参加者と友情を育む中

で、国際協力の現場で働きたいと強く思

いました」

　その後は「大学に悔いなし」と３年間で

単位を取得して卒業し、国際機関への応

募条件の一つである修士号をとるため、

英国の大学院へ。「学部の先生に国際機

関で働きたいと相談すると、難関だから他

の道を考えたら？という意見が多かった。

でも、決意は揺るぎませんでした。夢を実

現するには自分を信じて焦ることなく、周り

に流されないことが大切だと思います」

　日 、々難民支援に携わる中で見えてきた

のは、世界で起きている紛争や難民問題

は誰にとっても他人事ではないというこ

とだ。「日本にいると、まさか自分が誰かを

苦しめる加害者になっているとは思いも

しません。でも普段使っている携帯電話

を例にとっても、部品や材料は世界のど

こかの生産地とつながっていて、利益を

得る者と損害を被る者がでる。結局、私た

ちは完璧な善人でいることはできないん

ですよね」

　難民支援の現場を知れば知るほど、自

らの課題は増えていくと話す小宮さん。

世界中の人々の人権を守るために、活躍

の幅は広がり続けている。

今、世界で
起きていることは
他人事ではない

こみや・りな
2010年早稲田大学法学部卒業。ロンドン・スクール・
オブ・エコノミクス（LSE）修士課程修了。UNICEFウガ
ンダ事務所や国際NGO（ケニア）、国連UNHCR協会、
UNHCRカスル事務所（タンザニア）での勤務を経
て、現職。マイブームは、台湾旅行で出会った中国茶。

小宮理奈さん
UNHCR（国連難民高等弁務官事務所）
ヨルダン・アンマン事務所 准保護官

Snap Shot

難民キャンプにて
ブルンジの子ども
たちと



（上）保険数理に関する韓国語の学会誌。保険数理は全世界で研究されている
（下段中央）日本国民の健康寿命と平均要介護期間の将来推計に関する資料
（下段右）複数の数理モデルにデータを当てはめたときに誤差の範囲を示すグラフ
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リスクへの合理的な対策のため
「かもしれない」を定量化する



授業の風景

新設するアクチュアリー
専門コース。資格だけで
ない、強みを持つアク
チュアリーを育成します
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Professor

大塚忠義 
商学学術院教授

おおつか・ただよし
1981年、早稲田大学理工学部卒業。生命保険会
社および再保険会社でプライシング、リスク管理を
担当し、外資系生命保険会社で商品開発担当の
執行役員を務めたのち2010年退職。2013年武蔵
大学大学院博士（経済学）取得、2014年早稲田大
学大学院商学研究科助教を経て、2018年より現
職。日本アクチュアリー会正会員。

保険会社や信託銀行において、保

険や年金の商品を作るとき、例え

ば「死亡時に1,000万円を受け取れる生

命保険に、35才の男性が毎月支払う額

はいくらが適切か」といった価格を設定

することを、プライシングといいます。プラ

イシングには確率や統計といった数学の

知識が必要で、集めたデータを数理モデ

ルに当てはめることで、合理的な掛け金

や支払い率を算出します。

　また、保険商品を作ったのち、例えば

「35才の男性が将来脳卒中を発症した

ら1,000万円支払うという契約を交わし

た。現時点でいくら準備していたら過不

足がないか」というようにリスクを評価す

ることをバリュエーションといいます。プ

ライシングとバリュエーションに使う計算

や理論は、保険数理と呼ばれており、私

はこの保険数理を専門としています。

　バリュエーションは近年、保険や年金

そのものだけでなく、企業の経営管理や

リスクマネジメントにおいても需要が高

まっています。脳卒中を発症する確率を

計算して将来の支払額を評価すること

と、一企業が今年度赤字を出す確率を

計算して対策することは、考え方の根本

が同じだからです。企業にとって、自社の

事業活動によってどれくらい利益を得ら

れるか算出することはできても、国内外

の情勢に鑑みて損失の可能性を予測す

るのは容易ではありません。保険数理に

よって、どの程度のリスクがあるかを計

量化し、利益の予測値と併せれば、より

合理的な経営判断につながります。つま

り、経営陣に利益獲得と同じくらいリスク

マネジメントが重要だと納得してもらうた

めには、リスクも金額で表示し利益予測

と比較してもらうことが近道です。

　私は研究職になる前、理工学部数学

科を卒業後生命保険会社に勤務し、保

険商品のプライシングを担当していまし

た。2000年代前半までの金融・保険商

品は、顧客が高い収益を得られるように

設計することが主流でした。しかし、収

益性が高いということは、リスクが高いと

いうことでもあります。2008年のリーマ

ン・ショックで多くの投資家や企業が損

失を出してからは、風向きが変わり、重大

なリスクを回避することが重要な観点に

なりました。私は、会社の中でリーマン・

ショック前後の動向を見るうちに「保険

数理を扱うには、数学の知識だけでな

く、社会科学の知識も必要だ」と考える

ようになり、大学院で勉強し、そのまま研

究の道へ進むことにしました。

　目下の課題は、日本国民の健康寿命

と平均要介護期間の将来推計です。日

本人の平均寿命の推計データは出てい

ますが、健康寿命の公式な推計データ

はありません。健康寿命の将来推計に

よって、医療や介護などの社会保障コス

トの正確な予測につながり、将来へ向け

た介護保険制度などの改定にも役立つ

と考えています。

　研究とともに、教育においても保険数理

は重要な分野になりつつあります。保険

会社や年金関係団体でプライシングやバ

リュエーションに携わるには、国際的な専

門職「アクチュアリー」になる必要がありま

す。我が国では日本アクチュアリー会の試

験7科目全てに合格した正会員でなけれ

ばならず、しかも試験は合格するまでに	

7〜10年かかる難関です。従来は企業に

就職してから試験勉強を始めるのが一

般的でしたが、近年は学生のうちから勉

強を始め、1科目でも合格しているような

人材が求められる傾向にあります。そこで

早稲田大学は、2019年4月から大学院会

計研究科にアクチュアリー専門コースを

設置します。ここではアクチュアリーの試

験に必要な知識はもちろん、業務に必要

な会計、経済、税務、英語、データサイエン

スなど幅広い学びを得られるカリキュラム

を組んでいます。アクチュアリーになるだけ

ではなく、自分ならではの強みを持つ“ア

クチュアリー+1”の人材輩出を目指して、

学生の指導にも一層力を入れていきます。

社会に貢献する最新の

研究についてお話を聞きました。

研  究
最  前  線

Frontline Of The Study
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第 二 世 紀 へ の
メ ッ セ ー ジ
M e s s a g e  t o  t h e  n e x t  g e n e r a t i o n

早稲田大学にゆかりのある方に、早稲田の魅力や目指すべき姿を語っていただきます。

今回は、フランス・パリでレストランを開き、世界中の食通から高く評価されている関根拓さんに

大学時代の思い出や社会に出てから役立った大学での学びなどについて、お聞きしました。

興味が湧いてきて、海外旅行や留学にも

行くようになりました。

―料理人を目指されたのはなぜですか。

　はっきりとしたきっかけはありませんで

した。小さい頃から食べることが好き

だったし、大学時代に、イタリアンレストラ

ンでアルバイトをしていたことも影響して

います。大学3年次の終わりにイタリアへ

語学留学した際、料理の授業を受けた

時にも「料理が好きだ」と自分の熱意を

再確認しました。そうして就職活動の時

期を迎えた時、自分は何がしたいのか考

えたら、自然と「料理人になりたい」と

思っていました。世界を股にかける料理

人になるには、英語とフランス語の習熟

が必要だと考え、原先生の勧めでモント

リオールへ。料理人を目指すのは「もう遅

い」と言われながらも、諦めずに道を模索

したことで、日本、フランス、アメリカなど

―大学時代はどのように過ごされまし

たか。

　大学時代に打ち込んだのは、語学の

勉強でした。もともと好きだった英語に

加えて、高校からドイツ語を、大学ではイ

タリア語・フランス語・スペイン語を学び

ました。中でも、原章二名誉教授に教

わったフランス語の授業は、厳しいけれ

ど面白かったので、よく覚えています。政

治に興味があって政治経済学部に進学

したのですが、専門的に研究に打ち込む

ほどにはパッションが入らなかった。一

方で語学は、パソコンのように使えば使

うほどできるようになるし、言語の背景に

ある文化や地理もわかってくるのが楽し

くて、すんなりと体に入ってくる気がした

んです。語学をきっかけに外国自体にも

語学に打ち込み
関心は海外へ

料理人とは文化人
多様な学びが料理を作る

各国で料理に携わることができました。

―10代の頃から料理の道に専念する

人も多い中で、大学での学びは今の仕事

にどのように活きていますか。

　現代において、料理人とはただ料理を

作って提供するだけでなく、見た目、味、

店内の雰囲気も含めて、人を楽しませる

ことが大切な仕事になってきています。

そういう意味で、料理人は調理師から文

化人になったといえます。ですから私は、

料理人こそ、人を楽しませるためにさまざ

まな分野の勉強が必要だと考えていま

す。私が大学に入って良かったと思える

のは、そのような多様な勉強ができたこ

と。さらに言えば、勉強の仕方自体を学

べたことです。

　多くの大学生が経験する卒論も、勉強

の仕方を学ぶ機会です。私は卒論で、

ヨーロッパにおける食の交わりをテーマ

に選びました。ヨーロッパの食という一点

に焦点を絞っても、オリーブが育つ土地

を語るには気候の知識が必要ですし、ド

イツのジャガイモ料理を語るなら、飢饉

に見舞われた歴史を知らなければなり

ません。そうして卒論を執筆するうちに、

一つのものをベースにして歴史・文化・気

象などあらゆる物事を見渡すことができ

るようになりました。今も同じように考え

ているからこそ、食の歴史や慣例を踏ま

えつつ、そこから外れた味の付け方や、

違った素材の組み合わせでおいしい一

皿を作ることができるんだと思います。

―関根さんの考える料理の魅力とは

何ですか。

　私は、100ユーロのディナーコースと、

関根　拓さん
レストラン「Dersou」
オーナーシェフ

遠回りをしたっていい
好きなものがあれば
人は強くなれる

陶芸家・二階堂明弘さんの器に、
小鳩のローストと野菜を盛り付けて

オムニヴォールに歴史を刻んだ15人のシェフとして
選ばれたときの記念写真（左から4人目が関根さん）



17

ラーメンとの間に優劣はないと思います。

人や状況によって“おいしいもの”は異

なるからです。世界中の料理人が、それ

ぞれの技術や発想を使って自分の“お

いしいもの”を作ろうとしている。だから

料理の世界は面白いと思っていますし、

私も自分の“おいしいもの”を作ること

で、料理人としての役割を果たしたいと

考えています。

―学生へ向けたメッセージをお願いし

ます。

　大学は、好きなことを見つけられる時

間であり、自分の道を走る助走の場でも

あります。好きなことを見つければ、人は

強くなれる。例え遠回りをしても、道を切

り開けるはずです。そのためには、自分の

可能性を限定せず、広く構えておくことが

必要です。学びたいものを何でも広く深く

学べる機会を、存分に利用してください。

―早稲田大学に期待することをお聞

かせください。

　私は大学時代、一見、料理人には関係

のなさそうな簿記を学びました。当時は

何の役に立つのかわかりませんでした

が、自分の店を持った今、貸借対照表を

理解できることが店の切り盛りに大いに

役立っています。どんな学びがいつ実を

結ぶのかわからない世の中で、大学は、

学部にかかわらず縦横無尽に学べる場

所であってほしいと思います。早稲田大

学の学生はモチベーションが高く、世界

をリードできる人材になるはずです。学生

の視野が広がるように、面白い授業をた

くさんの学生に提供していってほしいで

すね。

可能性を広く持ち
好きなものを見つけよう

Profile

せきね・たく
1980年、神奈川県生まれ。2003年、早稲田
大学政治経済学部卒業後、料理人を志して
カナダ・モントリオールに留学。フランス料理店
「ベージュ アラン・デュカス 東京」で3年半勤
務し、フランスや米国での経験の後、2014年、
パリにレストラン「Dersou（デルス）」をオー
プン。世界的料理イベント「Omnivore 2015」
で最優秀賞、またグルメガイド『Fooding』では、
2016年のベストレストランに選ばれた。
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膨大なデータを読み解く力が

求められる時代

　ITやインターネットが発達する以前、私

たち研究者のデータ収集は身の回りに

限られていました。自分で行った実験や、

自分で読んだ文献の情報を解釈した上

で、新たな知を生み出すことが人の知的

活動の主流であり、限界でした。近年、

状況は大きく変わり、私たちは世界中の

情報を安く簡単に集められるようになり

ました。しかしながら「データはたくさん

あるので、データサイエンスで何とかし

てほしい」という声がさまざまな場面で

聞かれるものの、有効な活用をした例は

まだまだ少ないようです。これからは、自分

の専門分野に合わせて世界中からデータ

を集め、分析した結果を基に新たな知を

生み出すことがあらゆる研究で必要に

なるでしょう。このとき、データを分析して

解釈するのに必要な学問が、統計学や

数理を基礎とするデータサイエンスです。

専門分野とデータサイエンスを駆使するこ

とで、今までにない最先端の研究が実現

できるはずです。

　また、少し前まで、人が身に付けるべき

リテラシーとは、読み・書き・そろばんとい

われていましたが、今は読み・書き・パソ

コンになり、そしてこれからはデータサイ

エンスが加わると予想されます。完璧に

マスターするまではいかなくても、副専

攻のように、専門を補う力としてデータサ

イエンスを学んだ人材の重要性は増す

はずです。こうした将来を見越して、本学

はデータ科学総合研究教育センター

（DSセンター）を設置しました。

研究者のマッチングと

若手への教育が車の両輪

　DSセンターの役割は、大きく分けて

2つあります。ひとつは、学内の研究者を

つなぎ、専門分野にデータサイエンスを

掛け合わせて新しい知を生み出すこと。

本学の各学術院には、法律、建築、芸術

などさまざまな分野の研究者がおり、ま

た私たちのように、データ分析の専門家

もいます。その中には、「データ分析を活

用して、政策決定プロセスを研究したい」

という研究者もいれば、「何かのデータを

使って、最新のデータ分析手法を研究し

たい」という研究者もいるでしょう。DSセ

ンターはそのような研究者のマッチング

によって、互いの課題を解決し、本学の

研究促進に貢献します。

　もうひとつは、学生や若手研究者に対

するデータサイエンス教育です。データ

サイエンスの基礎の授業は、これまでも

グローバルエデュケーションセンター

（GEC）で学部1、2年生に向けて提供し

ていました。しかし、むしろ専門分野を

持って卒業論文を書く4年生や大学院

生になってから「データの集め方や活

用方法がわからない」と相談に来る学

生も少なくありませんでした。DSセン

ターでは対象を学部生から大学院生、

若手研究者に広げ、データサイエンスの

基礎を身に付けられるようなカリキュラ

理工系・人文社会系の専門分野の研究と、データの活用を掛け合わせることで

本学の研究や教育に役立てるために、2017年12月、

データ科学総合研究教育センターが設置されました。

同センターについて、設置された経緯や目指す姿をお聞きしました。

データサイエンスと専門知識が出会う
新たな知の出発点

デ
ー
タ
科
学
総
合
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー

E v o l v i n g  u n i v e r s i t y

す る 大 学
進 化

データ科学総合研究教育センター 
所長
理工学術院教授

松嶋敏泰
早稲田大学理工学部助教授、教
授を経て現職、理工学術院基幹
理工学部応用数理学科教授。情
報理論、符号理論、暗号理論、機
械学習理論とその応用に興味。
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マッチングに取り組みつつ、2019年度カリ

キュラムの作成、教員の充実、学内外に向

けたDSセンターの広報活動と、走りながら

体制の整備を図っています。学内外問わ

ず、データに関する困りごとを解決するため

の窓口として、皆さんに活用される拠点を

目指します。

明治時代からの理想を受け継ぐ場所

　実は早稲田大学は、データサイエンス

の基になる統計学と深い関係がありま

す。大隈重信は早くから統計学に関心を

寄せていた人物の一人で、政策決定に

データを用いる必要性を説いて、1881年

に国内初の統計機関である統計院（現・

総務省統計局統計センター）を設置しま

した。当時はデータを集めるのに多くの

人手と時間がかかったので、大隈の理想

実現は難しかったでしょう。しかし、現代

であれば政治だけでなく、あらゆる分野

での意思決定にデータ分析は欠かせな

いものとなっています。世間では今、AI・

ビッグデータ・IoTといった言葉が注目さ

れていることから、DSセンターは流行の

最先端ともいえるかもしれません。

一方で、明治時代からの大隈の

理想を受け継ぐ機関として、一

時的ではなく持続的な体制

を組む必要があります。

　目下、学内外と研究者の

ムを提供します。具体的には、GECと連

携してオンデマンドも活用し、学習コンテ

ンツや講座を順次開設する予定です。

データ分析についてわからないことがあ

れば、必要に応じて研究のコンサルティ

ングやサポートも行います。

　さらに、研究者のマッチングやデータ

サイエンス教育の延長線上として、学外

機関と研究者のマッチングや、学外への

教育プログラム提供も視野に入れていま

す。例えば、企業と本学の教員が連携し、

データを活用することでイノベーションを

生んだり、社会人向けの教育プログラム

を作ったりといったことを考えています。

既に企業からの問い合わせは複数あり、

データサイエンスに対する関心の高さが

うかがえます。例えば、株式会社アサツー

ディ・ケイ、みずほ銀行、伊藤忠テクノソ

リューションズ株式会社とは既に学術

交流協定を締結し、具体的な交流・連携

事業を進めています。DSセンターはこの

先、学内外に向けて多くの役割を果たす

ことになるでしょう。

データ分析に関する問い合わせ先

データ科学総合研究教育センター
電 話：03-3204-9164
E-mail：cds-info@list.waseda.jp

info

検索早稲田　データ科学

学問の独立 学問の活用 模範国民の造就

他機関との連携　研究機関・医療機関・企業・他大学など

分析系の学生・研究者

専門領域の学生・研究者

人工知能　データマイニング　通信　
言語処理　画像処理　統計

プライバシー保護　情報検索　データベース

金融　バイオ　政治　経済　医療
スポーツ　経営　芸術

ものづくり　マーケティング

データを活用してさまざまな分野で活躍できる
有用な人材の育成

専門性+データで実証する能力を身に付ける教育

総合知・新しい知の創造 複雑でグローバルな
社会問題の解決

データ駆動型研究パラダイムの進化

分野融合グループ研究

データ科学
総合研究教育

センター
（DSセンター）

教育効果 研究効果

インターネット

学外データベース

学内データベース
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News Report
大 学 の 今 を 知 る

演劇博物館がリニューアルオープン
4 / 11U

WASEDA NEO ブランドムービー公開
4 / 1 3U

最先端の研究を発表「次代の中核研
究者2017」� ➡P22 Pick Up

4 / 1 2U

「総長招待祝賀会」を開催
� ➡P22 Pick Up

4 / 17U

アマルティア・セン氏名誉博士号贈呈
式・記念講演� ➡P22 Pick Up

4 / 2 4U

理工学術院・髙谷雄太郎講師らの研究
チームが南鳥島周辺海域レアアース泥
の資源分布を可視化、世界需要の数百
年分に相当するレアアース資源を確認
� ➡P23 Pick Up

4 / 1 0R

教育・総合科学学術院・和田敦彦教授
らの研究チームがベトナムの日本語資
料コレクションの全体像を解明
� ➡P23 Pick Up

4 / 2 7R

早稲田大学を中心に最先端ICT技術
（IoT、ビッグデータ、AI）講座の一部を無料
でJMOOC公認プラットフォーム「gacco®
（ガッコ）」にて公開� ➡P23 Pick Up

4 / 1 8R

早稲田学生文化・芸術祭
� ➡P26 Pick Up

6 / 9 - 6 / 1 5A

社会科学部と日本学生支援機構大阪
日本語教育センターがミャンマーからの
奨学生推薦入学に関する協定を締結

6 / 11U

データ科学総合研究教育センターが
データサイエンス活用の裾野を広げる
ことを目的に株式会社アサツー ディ・
ケイと学術交流協定を締結

6 / 1 2U

数理業務のプロフェッショナルであるア
クチュアリーを養成する国内初の専門
コースを大学院会計研究科に設置

6 / 1 5U

理工学術院・渡邉孝信教授らの研究グ
ループが体温・大気間のわずかな温度
差で発電する新方式マイクロ熱電発電
素子を発明

6 / 2 1R

理工学術院・鳥居祥二教授らの研究グ
ループが4.8テラ電子ボルトまでの高精
度エネルギースペクトルの測定に成功

6 / 2 7R

フェイガン・ティモシー教授らの研究グ
ループが原始太陽系円盤の中心近くで
結晶化したシリカを隕石中に世界で初
めて発見

7 / 3R

4月 A p r i l

スポーツ科学学術院・宮下政司准教授
らの研究グループがウォーキング中に
ガムを咀嚼することでエネルギー消費
量が増える可能性を確認
� ➡P24 Pick Up

5 / 2 4R

第38回佐賀・大隈祭で応援部が演舞
を披露� ➡P24 Pick Up

5 / 1 3A

「Museum Week 2018」を開催
� ➡P26 Pick Up

5 / 2 1 - 6 / 1A

理工学術院・戸川望教授ら4名の教員
が「平成30年度 科学技術分野の文部
科学大臣表彰」を受賞

4 / 2 7P

理工学術院・片岡淳教授らの研究チー
ムが4.4MeVガンマ線の高精度イメー
ジングに世界で初めて成功

5 / 2 5R

理工学術院・青木隆朗教授らの研究グ
ループが光子と相互作用した人工原子
の極めて大きなエネルギー変化の生成
と観測に世界で初めて成功

5 / 8R

5月 M a y

羽生結弦選手（人間科学部通信教育
課程）が国民栄誉賞受賞
� ➡P21 Pick Up

6 / 1P

6月 J u n e

7月 J u l y
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　本学は現代社会の複雑化する課題解決に挑むグローバルリーダーの育成のため、入試制度の改革を継続的に続けています。改革の

一環として、2021年度入学者を対象とした入試から、試験内容および出願の手順を変更します。高い志を持った多様で優秀な学生を

国内外から選抜し、世界の諸問題を解決できる人材育成を加速させます。

グローバルリーダー育成のための先進的な試験制度へ

2021年度入学者からの入試制度を改革

　フィギュアスケートの羽生結弦選手

（人間科学部通信教育課程）が国民栄

誉賞を受賞し、7月2日、首相官邸で表彰

式が行われました。

　羽生選手は2月に開催された平昌オ

リンピック・フィギュアスケート男子シン

グルで金メダルを獲得し、男子シングル

種目で66年ぶりの2連覇を成し遂げま

した。国民栄誉賞の個人受賞者として

は最年少、フィギュアスケート選手では

初の受賞者となります。

2大会連続金メダルの快挙を表彰

羽生結弦選手が国民栄誉賞を受賞

国民栄誉賞を受賞した羽生結弦選手
（共同通信社）

鎌田薫総長の祝辞

　羽生結弦選手の国民栄誉賞受賞を心よりお祝い申し上げます。早稲田大学初の

在学中での国民栄誉賞受賞の快挙を心からうれしく思います。

　羽生選手の活躍は、全国の早稲田大学関係者、早稲田ファンを大いに沸かせてく

れただけでなく、スポーツの枠を超えて日本国民に大きな希望を与えてくれました。

　今後も、限界に挑み続ける早稲田魂を発揮し、より一層の活躍を期待したいと思

います。

全学部共通

一般入試では、下記の学力3要素を確認します。

政治経済学部

一般入試について、大学入学共通

テスト、英語外部検定試験、学部

独自試験（日英両言語による長文

を読み解いた上で解答する形式）

の合計点で選抜します。

国際教養学部

一般入試について、大学入学共通

テスト、英語外部検定試験、学部

独自試験（英語）の合計点で選抜

します。

スポーツ科学部

「一般入試」「センター試験利用入試」を再編し、大学入学

共通テストを利用する「一般選抜A〜C群（仮称）」とします。

A群…大学入学共通テスト2科目＋学部独自試験（小論文）

B群…大学入学共通テスト4科目

C群…大学入学共通テスト3科目＋競技歴調査書

①知識・技能

独自試験と、学部によって大学入学共通

テスト（従来の大学入試センター試験）を

利用

②思考力・判断力・表現力

現行の一般入試問題について、さらに思

考力、判断力、表現力を必要とする内容に

工夫する

③主体性

Web出願時に「主体性」「多様性」「協

働性」に関する自身の経験を記入するこ

とを出願要件とする
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　4月17日、毎年恒例の総長招待祝賀

会をリーガロイヤルホテル東京で開催

しました。前年度多方面で活躍した校

友などの功績を称えるため、叙勲・褒章

などの受賞者、企業・団体の代表就任

者、国会議員・自治体首長の当選者な

どを招待。会場では異業種・業界間で

積極的な交流がなされました。

　参加者の代表あいさつの中で、第158回

芥川龍之介賞受賞者の若竹千佐子氏

は、本学のオープンカレッジで学んだ経

験を「仲間たちと一緒に8年間、小説と

は何かを話しながら学べたことはかけ

がえのない財産」と振り返りました。日

野自動車株式会社代表取締役社長の

下義生氏は「自動運転などの技術を、

早くお客さまのお役に立てる形にできる

よう、世界中の英知を集めながら開発

を進める」と抱負を語りました。今後も、

卒業生のよりいっそうの活躍が期待さ

れます。

早稲田が誇る校友の集い

総長招待祝賀会を開催

祝賀会の終わりには、応援部のリードにより
参加者全員で校歌を斉唱

　本学の研究者の育成を支援する

「次代の中核研究者育成プログラム」

について、4月12日、2017年度の研究

成果報告が大隈会館で行われました。

鎌田薫総長が「この報告会が、参加さ

れた全ての皆さんにとっての大きな契

機となることを望みます」と開会のあい

さつを述べ、次いで戸川望理工学術院

教授、ファーラー・グラシア国際学術院

教授、入山章栄商学学術院准教授、

岩田浩康理工学術院教授、片岡淳理

工学術院教授、川上泰雄スポーツ科学

学術院教授、戸堂康之政治経済学術

院教授の7人の中核研究者が自身の研

究について発表しました。また、2017年

度採択者である有村俊秀政治経済学

術院教授が紹介され、環境経済学の

研究や中核研究者としての抱負を語り

ました。会場では各研究者への質疑

応答や議論が活発に行われました。

最先端の研究を発表

次代の中核研究者2017

研究内容について報告する
入山章栄商学学術院准教授

　4月24日、本学はハーバード大学ラモ

ント特任教授および経済学・哲学教授

で、ノーベル経済学賞受賞者（1998年）

であるアマルティア・クマール・セン氏に、

名誉博士号を贈呈しました。

　セン氏は厚生経済学の発展に多大

な貢献を果たした経済学者であり、ノー

ベル賞授与にあたっては、国連開発計

画の人間開発数値の再構築を含む研

究功績が理由として挙げられています。

　大隈記念講堂大講堂で行われた贈

呈式で、セン氏は「アジアの伝統とヨー

ロッパの啓蒙思想の成果を摂取してい

る早稲田大学はまさに、この受け継がれ

てきた世界的遺産の貢献者。このよう

な素晴らしい大学の一員となったこと

を、実に誇らしく感じます」とコメントしま

した。続いて「人権への義務」と題した

記念講演があり、セン氏は人権や自由に

ついて、思想家による解釈に触れなが

ら語りました。

「ひとびとを助けることができる者は、他者の人権を守らなければならない」

アマルティア・セン氏に名誉博士号を贈呈

アマルティア・セン氏（左）と鎌田薫総長（右）
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南鳥島の排他的経済水域に莫大な資源量を確認

南鳥島レアアース泥の資源分布の可視化と
高効率な選鉱手法の確立に成功

　理工学術院の髙谷雄太郎講師らの

研究チームは、千葉工業大学、国立研

究開発法人海洋研究開発機構などと

共同で、南鳥島周辺海域レアアース泥

の資源分布の可視化とそれに基づく資

源量の把握を行い、世界需要の数百年

分に相当する莫大なレアアース資源が

存在することを明らかにしました。ま

た、レアアース濃集鉱物を選択的に回

収する技術の確立に成功しました。

　研究チームは南鳥島の排他的経済

水域内の堆積物を分析し、そのデータか

ら資源分布を可視化した結果、極めてレ

アアース濃度の高い海域を確認しました

（図参照）。また、レアアース泥のハイドロ

サイクロンによる選鉱実験を行い、実開

発への有効性を示しました。海底鉱物

資源の開発や、レアアースを利用した先

端産業への寄与が期待されます。

有望エリアにおける海底面からの
深度別レアアース濃度分布図。B1
エリア（赤枠で表示、約105㎞2）が
最も高い総レアアース濃度を示す

　教育・総合科学学術院 和田敦彦教

授の研究者グループは、東南アジア地

域における日本語資料の所蔵状況を明

らかにするプロジェクトにおいて、ベトナ

ムに保管されている日本語資料約

11,000冊の全体像を明らかにしました。

　日本語資料は、多様な経路で世界各

地に渡ってきましたが、特に東南アジア

地域ではその実態が判明していません

でした。今回の調査では、ベトナム社会

科学院（Vietnam Academy of Social 

Sciences）の社会科学情報研究所

（The Institute of Social Sciences 

Information）が所蔵する約11,000冊

の資料を1冊ずつ調査。和装本4,084

点、洋装本5,642点を含む、東南アジア

における日本の古典籍資料としては最

大の蔵書であることがわかりました。調

査した資料の目録データは、世界各地

の日本語文献情報の研究に貢献する

ことが期待されています。

東南アジアにおける日本古典籍資料としては最大規模

ベトナムの日本古典籍資料の解明

　文部科学省補助事業「enPiT-Pro」

に採択された社会人教育事業「スマー

トエスイー」（代表校：早稲田大学）は、

一般社団法人日本オープンオンライン

教育推進協議会（以下、JMOOC）およ

び株式会社ドコモgaccoと共同で、超

スマート社会を実現するために必要な

最先端ICT技術およびそれらとビジネ

スとの関係について学べる無料コンテ

ンツを、JMOOC公認プラットフォーム

「gacco® （ガッコ）」で開講しました。第1

弾として、7月25日より「スマートIoTシステ

ム・ビジネス入門」の一部を無料で公開。

2019年にかけて順次追加予定です。

　なお、「スマートエスイー」では今回の

無料公開分に加えて、ICT最先端技術を

扱う全ての講義を、WASEDA NEO（コレ

ド日本橋）にて実習を交えて学べます。

IoTやビッグデータ、AIを学べる社会人教育コンテンツ

最先端ICT技術講座の一部を無料で公開
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News Report
大 学 の 今 を 知 る

　スポーツ科学学術院の宮下政司准

教授と株式会社ロッテの共同研究グ

ループは、「歩行時にガムを咀嚼するこ

とでウォーキングの効果が高まり、エネ

ルギー消費量も高める可能性があるこ

と」を確認しました。

　本研究では、日本において最も広く

行われている運動である“歩行”に着目

し、21歳から69歳までの男女を対象

に、ガム咀嚼あるいは無咀嚼での歩行

が生理機能、身体機能に与える効果に

ついて調査を行いました。その結果、

ウォーキングをしながらガムを咀嚼する

ことで、通常のウォーキング時に比べる

と心拍数や歩行速度を向上させ、さら

にエネルギー消費量も増加する可能性

を確認しました。この研究成果は、理学

療法科学学会誌『Journal of Physical 

Therapy Science』の2018年4月号に

掲載されました。

「噛む」＋「歩く」で健康増進

ウォーキング中の
ガムの咀

そ し ゃ く

嚼による
エネルギー消費量増加の
可能性を確認

　5月26日、障がい学生支援室、GSセン

ター、ICC（異文化交流センター）が連携

し、早稲田大学スチューデントダイバー

シティセンター（SDC）「ヒューマンライ

ブラリー ～話して発見、広げて価値観

～」を開催しました。障がい者、セクシュ

アルマイノリティ、外国人など、社会の中

で誤解や偏見を受けやすい人々が生き

た「本」になって自分を語り、聞き手とな

る「読者」たちとの対話を行うイベント

に、約30名の「本」に対し約500名の

「読者」が参加。「読者」として参加した

学生たちからは、「当事者から直接聞く

話は衝撃的で心をうたれた」「自分が

抱いていた不安や違和感の根源をよう

やく見つけることができた」「無意識に

持っていた偏見を自覚した」等のコメン

トが寄せられ、偏見の解消や多様性へ

の理解の深まりに対する本イベントの

効果が確認されました。SDCは今後も

本学のダイバーシティ推進に貢献すべく

さまざまな活動を行ってまいります。

多様な生き方を認め合えるキャンパスライフの実現を目指して

早稲田SDCヒューマンライブラリー開催

　早稲田大学創設者・大隈重信の偉

業を顕彰する「大隈祭」が、5月13日、

佐賀市の大隈重信記念館で開催さ

れ、会場で本学応援部が初めて演舞

を行いました。

　大隈重信の出身地である佐賀で毎

年開かれる大隈祭には、例年多くの地

域の方々や本学関係者が出席していま

す。本学応援部は、明治維新150年の

節目となる今年、大隈の功績をより一

層広く伝え、地域の方 と々の交流を深

めるために参加しました。

　当日は、早稲田大学大学史資料セン

ターの廣木尚講師による記念講演や、

地元の中高生によるスピーチの後、『紺

碧の空』や校歌が奉納されました。迫

力のある演舞と出席者との掛け合いな

どで、会場は大いに盛り上がりました。

　また、応援部は、東京の護国寺ととも

に菩提寺である龍泰寺を訪問し、校歌

を奉納しました。

大隈重信の出身地で「紺碧の空」や校歌を奉納

第38回「大隈祭」に応援部が参加

応援部の演舞の様子
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　早大生の卒業後の進路は、「就職7割、進

学2割、その他1割」となっています。2017年

度の就職者は約8,900名。そのうち半数以

上の学生がいわゆる大手企業約220社に

就職する一方、全体では約2,900社の企業・

団体等に就職し、卒業生はそれぞれの活躍

の場を求めてさまざまな分野に進出してい

ます。例年のこの傾向は、2017年度も大きく

変わりませんでした。

卒業生の進路状況

　学部生は、進路報告者9,363名のうち、就

職6,846名（73.1%）、進学1,896名（20.3%）、

資格試験等準備199名（2.1%）、その他422名

（4.5%）となっており、前年度に比べ、就職・

進学ともに0.2%の増加となりました。文理

別では、文系学生の84.6%が「就職」してい

るのに対し、理系学生は68.8%が「進学」し

ています。また、理系学生における大学院へ

の内部進学率は91.4%となっており、早稲田

でさらに学びを深めることを選択した学生

が多いことを示しています。

　大学院生（修士課程）は、進路報告者

2,809名のうち、就職2,058名（73.3%）、進

学264名（9.4%）、資格試験等準備151名

（5.4%）、その他336名（11.9%）となっており、

前年度に比べ、就職は変わらず、進学は0.9%

増、資格試験等準備は1.0%減となりました。

　2017年度の就職率は95.5%（6月1日現

在、文部科学省の基準により算出）。前年

度よりも0.5%減となりましたが、例年どおり

就職を希望した学生の大多数が就職先を

決めて卒業しています。

　企業別の就職状況（20名以上）は右表

のとおりです。金融機関、公務員、専門サー

ビス、通信業、製造業が上位を占めるなど、

ほぼ例年通りの傾向となっています。

　職種別では、男性は、民間総合職・専門

職等90.3%、民間一般職0.3%、公務員・教

員8.0%、その他1.4%です。女性は、民間総

合職・専門職等87.3%、民間一般職4.1%、

公務員・教員8.1%、その他0.5%です。

キャリアセンターの「みらい設計」支援・

就職活動支援について

　キャリアセンターでは、全学年の学生を対

象に学生生活を通じたキャリア形成を後押

しする「みらい設計」支援と、就職活動に取

り組む学生に対する就職活動支援を行って

います。また、年間で1万件にもおよぶ個別相

談に対応しており、学生生活や進路選択に

関する悩み相談から就職活動の具体的な

サポートまで、学生一人ひとりの目的や志向

性に合わせた支援体制を整えています。

　2018年度の新卒採用スケジュールは

2017年度と同じく、卒業・修了前年度の3月

1日から企業の広報活動が開始され、卒業・

修了年度の6月1日から採用選考活動が開

始されています。キャリアセンターでは、昨年

12月に実施した就職活動ガイダンスを皮切

りに、主に春季休業期間中に業界研究講

座、エントリーシート対策講座、面接対策講

座などを集中的に実施し、3月には約500社

を招いた学内合同企業説明会を開催しまし

た。また、ほとんどの講座は後日オンデマン

ド配信しており、学生がいつでもどこでも自

由に視聴できる環境を提供しています。

　こうした支援は、厳しい社会を生き抜き、

さらなる活躍ができる学生を育成するとい

う方針の基に編成されており、学生が正課

（学業）と課外活動に専念できるよう配慮す

ることによって、本来培うべき学力と社会人

基礎力を含む総合的な人間力を身につけ

ることを重視しています。

大手を中心に、例年の傾向は変わらず

2017年度の就職状況について
2017年度進路状況

※進路報告率… 学部97.9%、大学院98.1%

進路報告者 就職 進学 資格試験受験 その他
学部 9,363 名 6,846 名 1,896 名 199 名 422 名

大学院（修士課程） 2,809 名 2,058 名 264 名 151名 336 名

2017年度企業団体別就職状況（学部・大学院）
企業・団体名 合計 男性 女性

東京都職員Ⅰ類 89 52 37

富士通㈱ 87 64 23

㈱みずほフィナンシャルグループ 87 37 50

東京海上日動火災保険㈱ 82 37 45

アクセンチュア㈱ 80 36 44

㈱三井住友銀行 77 56 21

日本放送協会（NHK） 65 48 17

㈱三菱 UFJ 銀行 64 35 29

㈱エヌ・ティ・ティ・データ（NTTデータ） 63 32 31

三井住友海上火災保険㈱ 51 29 22

三菱電機㈱ 50 39 11

国家公務員一般職 49 31 18

大和証券㈱ 48 32 16

特別区（東京 23 区）職員 48 29 19

三井住友信託銀行㈱ 47 30 17

損害保険ジャパン日本興亜㈱ 47 27 20

㈱日立製作所 46 33 13

全日本空輸㈱ 43 12 31

KDDI ㈱ 43 23 20

アビームコンサルティング㈱ 41 27 14

ソニー㈱ 39 31 8

国家公務員総合職 38 25 13

日本アイ・ビー・エム（日本 IBM）㈱ 37 20 17

本田技研工業㈱ 37 28 9

野村證券㈱ 37 25 12

日本生命保険（相） 37 18 19

第一生命保険㈱ 36 13 23

あいおいニッセイ同和損害保険㈱ 36 16 20

㈱野村総合研究所 35 24 11

キヤノン㈱ 33 27 6

パナソニック㈱ 32 22 10

りそなグループ 32 19 13

アフラック生命保険㈱ 32 22 10

企業・団体名 合計 男性 女性
㈱ NTTドコモ 32 20 12

ソフトバンク㈱ 32 24 8

日本電気（NEC）㈱ 31 16 15

トヨタ自動車㈱ 31 24 7

SMBC日興証券㈱ 31 15 16

日本航空㈱ 31 16 15

楽天㈱ 31 19 12

㈱ JTB 30 15 15

東日本電信電話（NTT 東日本）㈱ 30 21 9

㈱キーエンス 29 28 1

三井物産㈱ 29 22 7

明治安田生命保険（相） 29 20 9

㈱ニトリ 28 17 11

三菱商事㈱ 27 16 11

日産自動車㈱ 26 18 8

住友商事㈱ 26 19 7

三井不動産リアルティ㈱ 26 12 14

東京都教員 26 20 6

三菱 UFJ 信託銀行㈱ 25 17 8

みずほ証券㈱ 25 14 11

伊藤忠商事㈱ 23 15 8

PwCコンサルティング（同） 23 12 11

新日鐵住金㈱ 22 17 5

㈱ゆうちょ銀行 22 6 16

㈱リクルートキャリア 22 13 9

清水建設㈱ 21 15 6

㈱日本政策金融公庫 21 17 4

㈱セプテーニ・ホールディングス 21 13 8

㈱電通 21 16 5

埼玉県教員 20 10 10

㈱ワークスアプリケーションズ 20 9 11

㈱ベイカレント・コンサルティング 20 20 0

神奈川県職員Ⅰ種 20 14 6

※20名以上の就職先企業・団体名　※表はいずれもキャリアセンター調べ（2018年6月1日現在）
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News Report
大 学 の 今 を 知 る

早 稲 田 大 学 の 最 新 情 報

Waseda Trend

　早稲田の誇る「演劇博物館」「會津八一記念博物館」「早稲田大学歴史館」

の3つのミュージアムの魅力を発信するため、5月21日〜 6月1日まで、今年も盛

大にMuseum Weekを開催しました。学生団体による熱気に満ちたオープニ

ングライブで開幕すると、期間中は各ミュージアムの企画展に加え、博物館を

歩いて謎を解く「ミュージアム・ワードパズル」、博物館の写真を集める「#

ミュージアムフォト」、館内ツアーやミニコンサートなど多くのイベントを開催し、

連日大盛況となりました。今回はイベント参加者向けオリジナルプレゼントや

Museum Week限定コラボメニューも充実。ミュージアムの魅力を存分に体

感できる12日間となり、学生を中心に過去最多のお客様（イベント来場者

9,857名・ミュージアム来館者12,302名）にご来場いただくことができました。

「予想外が待っている」

Museum Week 2018 開催

大迫力のミュージアムライブ 館内ツアーでにぎわう會津八一記念博物館

オムニバス公演のエンディング 出演した「和太鼓サークル魁響」の
学生の皆さん

本学教員の著書や各部署による
刊行物をご紹介します。
※（  ）内は著者・編者・監修者の所属 （刊行時）です

BOOK S

●	�『生命、微動だにせず　人工知能を凌駕する生命』	
�郡司ペギオ幸夫（理工学術院）著	
青土社　2018年1月

●	�『中国古籍文化研究　稲畑耕一郎教授退休記念論集』	
早稲田大学中国古籍文化研究所編

	 �東方書店　2018年3月

●	『ヨーロッパの政治文化史　統合・分裂・戦争』	
	 �森原隆（文学学術院）編集・著
	 �成文堂　2018年3月

●	『地球の歩き方2018 ～2019　ブータン』	
	 �平山雄大（平山郁夫ボランティアセンター）ほか編集・著
	 �ダイヤモンド社　2018年3月

●	『『自省録』の教え: 
	 折れない心をつくるローマ皇帝の人生訓』	
	 �池田雅之（名誉教授）訳
	 草思社　2018年4月

●	『建築工事における施工シミュレータ　
	 設計BIMと施工BIMとの橋渡し』	
	 �嘉納成男（理工学術院）著
	 早稲田大学出版部　2018年4月

●	『憲法の良識　「国のかたち」を壊さない仕組み』	
	 �長谷部恭男（法学学術院）著
	 朝日新聞出版　2018年4月

●	『ラグジュアリーブランディングの実際』	
	 �長沢伸也（商学学術院）編
	 海文堂出版株式会社　2018年4月

●	『論点解説　民法（債権法）改正と不動産取引の実務』	
	 鎌野 邦樹(法学学術院 )編
	 日本加除出版　2018年5月

●	『中世荘園村落の環境歴史学: 
	 東大寺領美濃国大井荘の研究』	
	 海老澤　衷（文学学術院）編
	 吉川弘文館　2018年6月

●	『漱石の地図帳　歩く・見る・読む』	
	 �中島国彦（文学部学術院）著
	 大修館書店　2018年7月

●	『早稲田学報』	
	 早稲田学報編集室
	 早稲田大学校友課　2018年6月

今 号のオススメ

やきもの つくる・うごく・つかう
佐々木幹雄（本庄高等学院）・
齋藤正憲（文学学術院非常勤講師）編
余語琢磨（人間科学学術院）、
田畑幸嗣（文学学術院）、
馬場匡浩（高等研究所）ほか執筆者多数
近代文藝社　2018年5月

名も無き陶工が丹精込めて「つくる」やきものは、どの
ように「うごき」、手にしたひとびとはどのような思いで
それを「つかう」のでしょうか。ともすれば、「つくる」に
注目が集まってしまうやきものですが、本書では「うご
く」や「つかう」にも目を向けてみました。すると―。
そこには、「やきもの学」ともいうべき新しい世界が見え
てきたのです。

　学生が日頃のサークル活動の成果を披露する場として、毎年大きな盛り上

がりを見せる「早稲田学生文化・芸術祭」。9回目となる今年は、大隈記念講堂・

27号館1階ショーウインドウ、ワセダギャラリーを会場として、6月4日～22日ま

で開催されました。

　参加した全31団体により、チアリーディングやジャグリングなどのパフォーマン

ス、各種ダンスや伝統的舞踊、クラシックやアカペラ、和楽器などの音楽演奏、写

真や陶芸の展示などがおこなわれ、約6,000名の来場者が“ワセダ学生文化”に

酔いしれました。秋の「早稲田祭」に並ぶ、春の一大イベントに成長すべく、今後

も引き続き開催していきます。

春の一大イベント

第9回早稲田学生文化・芸術祭 開催
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8 -10月

本学で10月までに開催されるイベントを一部ご紹介します。
詳細は、直接【問い合せ先】にご確認ください。
その他のイベントにつきましては、本学Webサイト
（https：//www.waseda.jp/top/event）イベント情報をご覧ください。

E V EN T S

會津八一記念博物館　「書」を再視する
小野記念講堂
10月13日㈯13：00 ～
現在、人々が自らの手で文字を書く機会は急速に減りつつあります。今、
改めて「書」が辿ってきた歴史を振り返り、「書」の行く末を考えてみたい
と思います。
會津八一記念博物館　TEL：03-5286-3835

会場
日程

問

坪内博士記念演劇博物館
①�演劇博物館開館90周年記念 2018年度秋季企画展
　「現代日本演劇のダイナミズム」
②�特別展「演劇評論家 扇田昭彦 ‐舞台に寄り添う言葉‐」
③�八千代座に甦るサイレント映画たち

①演劇博物館 2階・企画展示室
②演劇博物館 1階・特別展示室
③熊本県山鹿市八千代座
①9月29日㈯～2019年1月20日㈰10：00 ～17：00
（火・金曜日は19：00まで）
多様に展開する現代日本演劇。歴史的な流れを縦軸、同時代的に共有
される問題意識を横軸に、そのダイナミズムを提示します。
②9月29日㈯～2019年1月20日㈰10：00 ～17：00
（火・金曜日は19：00まで）
アングラ演劇からミュージカルまで、同時代の幅広い演劇に伴走した
劇評家・扇田昭彦氏の仕事とその意義を振り返ります。
③9月1日㈯11：00 ～18：30
明治末期に建てられた芝居小屋である熊本県山鹿市の八千代座でサイ
レント映画の弁士・生演奏付き上映とシンポジウムを行います。
①②坪内博士記念演劇博物館　
TEL：�03-5286-1829（平日9：00 ～17：00）
③演劇博物館演劇映像学連携研究拠点
TEL：03-5286-1829（平日9：00 ～17：00）

会場

日程

問

文化企画課　
①文化推進学生アドバイザーpresents わせだかるちゃーパズル
②創立記念日前々日スペシャル　WASEDA Anniversary Concert 2018
③早稲田文化芸術週間2018オープニング記念 大隈講堂ライブ

①早稲田大学歴史館、演劇博物館（入口でパズルシート配布）
②③大隈記念講堂大講堂
①10月8日（月・祝）～21日㈰10：00 ～16：30 ※10月17日㈬除く
銅像、絵画、博物館…。「早稲田文化」にまつわるパズルを解いて、実り豊
かな秋を満喫しましょう。 全て解いて歴史館で提示するとオリジナル
ブックカバー（非売品）をプレゼント（先着1,000名）。
②10月19日㈮18：30 ～（開場18：00）
2日後に迫った早稲田大学創立記念日を祝し、早稲田大学交響楽団に
よるスペシャルコンサートを開催します。
③10月8日（月・祝）18：15～19：45（開場17：45）
早稲田文化芸術週間2018スタートを記念し、早大生による大迫力の
パフォーマンスを披露します。
文化企画課　TEL：03-5272-4783

会場

日程

問

キャリアセンター　就活スタート講座（秋ターム）
①国際会議場　井深大記念ホール　②所沢キャンパス（教室未定）
①10月18日㈭16：30 〜18：00　②10月24日㈬16：30 〜18：00
※以後、秋ターム12月まで同一内容にて、複数回開催予定
学部3年・修士1年以上を対象とした早大生のための就職活動ガイダ
ンスです。秋タームから冬休み前に就活準備を考えている学生向け。
11月、12月、また冬タームにも開催します。
キャリアセンター　TEL：03-3203-4332

会場
日程

問

男女共同参画・ダイバーシティの推進プロジェクト講演会
「居場所」のない男、「時間」がない女
～ワークライフアンバランスな日本社会を考える～

早稲田大学大隈小講堂
10月26日㈮16：30 ～18：00（開場16：00）
「男性像」と「女性像」が個人を締め付ける日本の社会。なぜ「普通の
幸せ」はハードルが高いのか。校友である水無田気流先生をお迎えして、
ダイバーシティの大切さを考えます。
ダイバーシティ推進室　TEL：03-5286-9871

会場
日程

問

WAVOC presents災害ボランティア支援
ゴスペラーズアカペラコンサート

神奈川・相模女子大学グリーンホール
8月25日㈯
早大アカペラサークルStreet Corner Symphony出身のゴスペラーズが
チャリティコンサートを行います。収益金はWAVOCに災害支援ボラン
ティア活動資金として寄附されます。
平山郁夫記念ボランティアセンター　TEL：03-3203-4192

会場
日程

問

留学センター　秋の留学フェア
国際会議場
10月5日㈮午後のみ・10月6日㈯終日（予定）
春休み、来年度の留学出発希望者は必見です！ 留学に関する情報が
一度に収集できる情報満載のイベントですのでぜひ見に来てください。
※詳細スケジュールについては、留学センターWebサイトをご参照ください
留学センター　TEL：03-3208-9602

日程

問

会場

早稲田大学図書館
これが連歌だ！――伊地知鐵男文庫で学ぶ連歌の世界――
会場 総合学術情報センター２階　展示室

10月1日㈪～10月31日㈬10：00 ～18：00
日曜閉室　但し、10月21日は開室（10：00 ～17：00）
連歌研究に大きな足跡を残された本学元教授伊地知鐵男先生の没後
20年を記念し、伊地知文庫を中心に連歌関係資料を展観します。
図書館特別資料室　TEL：03-5286-1754

日程

問

Tokyoハイク2018
会場 東京都内 ※開・閉会式は早稲田大学にて実施。コースはWebサイトにて公開予定

10月7日㈰
都内の名所や大学を巡り、約20㎞の行程をハイクする早稲田大学体育
祭の一種目です。在学生やOB・OG、一般の方など例年600名近くの参
加があり、スポーツの秋にぴったりのイベントです。
学生部学生生活課　TEL：03-3203-4349

日程

問

2018早稲田スポーツフェスタin東伏見
会場 早稲田大学東伏見キャンパス

9月17日（月・祝）
体育各部部員が講師を務めるスポーツ体験教室のほか、ステージ、
展示等、早稲田スポーツの魅力を体感できるイベントです。
早稲田大学競技スポーツセンター　TEL：03-5286-3757

日程

問

イスラーム地域研究機構主催 国際シンポジウム
Comparative Studies of Islamic Areas:  New Actors, Fresh Angles
会場 早稲田キャンパス 26号館1102号室

9月29日㈯・30日㈰
Made in Japanの新たな研究領域、イスラーム地域研究。イスラーム圏
を中心に海外から気鋭の研究者が早稲田に集い、そのさらなる可能性
を模索します。
イスラーム地域研究機構　TEL：03-3203-4748

日程

問
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